
「へらす」「つかう」「もどす」

 できるだけごみを出さないように気を付けます。無駄
なものを買ったり，もらったりしないようにします。

　循環型社会を形成するためには，廃棄物等の発生抑制（リデュースReduce），再使
用（リユースReuse），再生利用（リサイクルRecycle）の頭文字をとった“３Ｒ”の取り
組みを進めることが大切です。

　いらなくなったものをすぐに捨てずに，洗ったり修理
したりしながらもう少し大切にくり返し使います。

ごみを「へらす」
リデュース

ものを大切に「つかう」
リユース

きちんと分別して「もどす」
リサイクル

ごみを「へらす」
リデュース

ものを大切に「つかう」
リユース

　ものを捨てるときは，ルールを守って分別します。き
ちんと分別されると，「ごみ」は「資源」として，新しいも
のを作るときに利用することができるようになります。

きちんと分別して「もどす」
リサイクル

みやぎの３Ｒ















廃食用油のリサイクル

●化石燃料の使用抑制に伴う地球温暖化防止
　化石燃料を燃焼することによって発生する二酸化
炭素をなくし、生物由来の廃食用油を化石燃料である
軽油の代替とすることで温室効果ガスの削減につな
がり地球温暖化の防止に大いに役立ちます。

●環境にやさしい低公害燃料
　バイオディーゼル燃料は自動車排ガス中の黒煙を
大幅に減少し、酸性雨の原因となる硫黄酸化物もほと
んど発生しない低公害燃料です。

●循環型社会の形成を促進
　市民・事業者・行政のパートナーシップのもとに廃食
用油の回収の輪を広め、燃料として再利用する取組に
よって、人と人との交流が育まれ、循環型社会の構築
に欠くことのできない、地域活動が活性化します。

　家庭やレストラン、食堂から回収された使用済みてん
ぷら油などをメタノールと反応させることで粘性や引
火点を低くし、ディーゼル車で利用できる燃料に精製し
たものです。

　国内で発生する廃食用油は、年間約45万トンと言われており、食品・外食産業などの事業系廃食用
油（約25万トン）は、回収され、飼料や工業用の原料として利用されています。
　最近は、循環型社会の構築や地球温暖化防止の観点から、ディーゼル車の軽油代替燃料（バイオ
ディーゼル燃料（BDF：Bio Diesel Fuel）の原料として利用する取組が全国各地に広がっています。

　大崎市内では，県内外600箇所以
上の施設，店舗及び企業等から回収
した廃食用油を原料として，バイオ
ディーゼル燃料や，軽油にバイオ
ディーゼル燃料を5%混合した「B5」
の製造が行われています。バイオ
ディーゼル燃料やB5はバスやタク
シーといった車両などに利用され，
循環型社会形成・地球温暖化防止の
取組に活用されています。

～廃食用油をバイオディーゼル燃料とする
　　循環型社会推進と地球温暖化防止に向けた取組～

■宮城県内の取組事例

資料提供：有限会社千田清掃

バイオディーゼル燃料とは 廃食用油をバイオディーゼル燃料にすると
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バイオディーゼル燃料
（メチルエステル）

グリセリン

メタノール

植物油

回収
（１日当たり 1,000L）

バイオディーゼル燃料製造設備

循環型社会の形成
地球温暖化の防止

バスやタクシーなどの車
両，建設機械，農業用機械，
発電などに利用

1 日当たり
バイオディーゼル燃料 300L，
B5 6000L を製造可能

資源循環

再生

有効利用



環境に優しい買い物をしよう！

まずは買うものを
チェックしよう。 マイバッグは

持ったかな？

さあ買い物に
出かけよう！

食べきれる分だけ
買おう。詰め替え用を

選ぼう。

リサイクルマークや
環境ラベルは
ついているかな？

余計なものを
買わないと，

お財布にも優しいね。

食べきれる分だけつくって，
おいしく，楽しく食べきろう。

買ったものを
最後まで使おう。

詰
め
替
え
用

トイレットペーパー牛乳
たまご

チェック！

お買い物！

バッチリ！

ごちそう
さま！


